
百尋ノ滝のんびりハイキング 

山行日：2018 年 11 月 3 日（土） 

参加者：L 宮田（里・記）SL 加藤（静）青柳・磯貝・大川・尾瀬・日下・須田・保坂・森島・山崎 

行程 ：川乗橋 9:50/10:15 ―細倉橋 11:15/11:25 ―百尋ノ滝 12:30/13:00 ―細倉橋 14:05/14:10 

        ―川乗橋 14:55 

 

 6 月の川苔山山行で見逃してしまった百尋ノ滝。紅葉の季節にと軽登山分科会で企画し今回は滝まで

のピストンでのんびり山行です。新宿駅からホリデー奥多摩号で乗り換えなしの予定でしたがメンバー

の一人が立川駅からの合流で違う電車に乗ってしまうアクシデント発生。奥多摩駅から川乗橋のバスは

増発で２台発車しましたが電車に乗り間違えた S 田さんが奥多摩駅に到着したのはその 10 分後。運よ

く駅からタクシー利用でき皆と合流できました。 

 

 今回は入会して初めての参加者から入会して 30 年以上の大ベテランまでと幅広い層で百尋ノ滝を目

指します。恒例の自己紹介のあと川乗橋からはしばらく舗装された林道歩き。細倉橋までの一時間程の

林道歩きで徐々に体が温まって来るのを感じます。11 月に入り奥多摩の山々も紅葉が始まり青空を背

景に山の色付きが鮮やかに映えています。 

 細倉橋で小休憩し川苔山登山口へ。ここからは山道。渓流沿いの細い道をゆっくりと辺りの景色を眺

めながら歩きます。渓流には木で作られたしっかりとした橋がかかり足元を勢いよく流れる澄んだ水、 

黄色や赤に色づいた木々、思い思いに写真を撮っ

たり立ち止まったり。百尋ノ滝に着くまでにも小

さな滝は幾つもあり、更に木の橋も幾つもあり飽

きることはありません。 

途中、道は細くなり急な岩場を登った所に左の写真

の道標があり、百尋ノ滝には一旦階段を下りて行き

ます。6 月にはこれを通過してしまったという痛恨

のミスを思い出しながら漸く百尋ノ滝に到着。落差

およそ 40m の名瀑です。 

滝からは流れ落ちる水と共に冷たい水しぶき。少し

離れた場所で体が冷えないように重ね着して其々ラ

ンチに。集合写真もバッチリです。 

 帰りは来た道をまたまたゆっくりお喋りしながら

戻り、予定通りのバスに乗りこみ奥多摩駅に。 

念願の滝と奥多摩の紅葉とメンバーとの交流を堪能

できた山行でした。皆さん、有難うございました。 
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